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生徒の学びを支援する進路指導 

―静岡県内国公立大学の総合型・学校推薦型選抜の分析を通して― 

総合支援部高等学校支援課 高校第３班 実務研修員 山路 樹 

 

１ 主題設定の理由と研究の目的 

 図１は、2018 年から 2025 年における文部科学省による調査「 国公私立大学・短期大学入

学者選抜実施状況の概況」[１]を基に、作成した国公私立大学の総合型・学校推薦型選抜の合

格者数の推移である。図１より、総合型選抜と学校推薦型選抜の合格者数の合計は、2017 年

度から 2024 年度にかけて、年々増加していることが分かる。特に、総合型選抜の合格者数

に着目すると、2024 年度は、2017 年度の 2.5 倍以上であった。 

このように総合型・学校推薦型選抜による合格者増加の背景には、2020 年の文部科学省高

等教育局大学振興課による 大学入試改革の状況について」[２]に示されているように、 知

識・技能」だけでなく、「 思考力・判断力・表現力」や「 主体性を持って多様な人々と協働し

て学ぶ態度」を多面的・総合的に評価できる入試が求められていることが考えられる。 

総合学科を有する研究協力校においても、総合型・学校推薦型選抜を利用する生徒の割合

は年々増加しており、昨年度 74％を占めた。しかし、研究協力校において、静岡県内国公立

大学を志望するが、進路実現に至らない生徒が見られる。そこで本研究では、生徒の進路実

現に繋がる知見を得ることを目的とし、静岡県内国公立大学の総合型「・学校推薦型選抜の特

徴を分析し、進路指導法の開発と検証を行う。 

 

 

 

 

 

図１ 国公私立大学 総合型・学校推薦型選抜の合格者数の推移 
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２ 研究の内容 

(1) 静岡県内国公立大学の総合型・学校推薦型選抜の分析(静岡県内公立高等学校生対象) 

本節では、2020 年度から 2024 年度の静岡県内公立高等学校生を対象に静岡県総合教育

センターが行った 総合型選抜・学校推薦型選抜合否に関する調査」[３]と 2025 年度の各

大学の入学者選抜に関する要項等＊２を基に、静岡県内国公立大学の総合型・学校推薦型選

抜の評定平均と合否、大学入学共通テスト得点率と合否の関係性を分析する。研究を始め

るにあたり、評定平均＊１が合否にどの程度、影響を与えているかを考えるために、合否分

布図や合否散布図を作成し、評定平均と合否の関係について調べる。 

ア 総合型選抜 

静岡県内国公立大学では、静岡大学のみ総合型選抜を実施している。図２は、静岡大

学総合型選抜合否分布図である。図２より、評定平均が 3.8 であっても合格している生

徒がいる一方、評定平均が 4.9 でありながら、不合格になった生徒がいることが分かる。

このことから、評定平均は、出願条件に留まっており、合否は大学が課す独自の選考方

法により決定されることが考えられる。 

表１は、静岡大学の「 令和８年度入学者選抜に関する要項」[４]を基に、総合型選抜選

考方法をまとめたものである。表１の選考方法に着目すると、学力試験や聴講・論述試

験に加え、面接試験が課されていることが分かる。また、情報学部を除くすべての学部

において、面接試験の配点が総合得点の半分以上を占めていることが確認できる。 

面接試験の基礎資料として、活用されることが推測される出願書類に、自己推薦書の

様式がある。この様式を確認すると、 学科を志望する理由」や 入学後の抱負と将来

の夢」、 今まで行ってきた様々な活動や体験を踏まえた自分のアピールできる個性又は

能力」等の記述が求められている。この様式から、受験生が自身の経験を踏まえ、過去、

現在、未来に一貫性を持たせて、面接の場で、論理的に表現する能力が求められている

と考えられる。 
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※大学入学共通テストありの学部を除き、工学部・電子物質

科学科は調査資料が３個以下であったため省略 

図２ 静岡大学 総合型選抜 合否分布図 
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イ 学校推薦型選抜(大学入学共通テストなし) 

図３は、静岡文化芸術大学学校推薦型選抜(大学入学共通テストなし)合否分布図であ

る。図３より、評定平均が 4.0 以下で合格している生徒がいる一方、評定平均が 4.9 以

上ありながら、不合格になった生徒がいることが分かる。このことから、静岡大学の総

合型選抜同様、評定平均は、出願条件に留まっており、合否は大学が課す独自の選考方

法により決定されることが考えられる。 

 

 

 

 

 

表１ 静岡大学 総合型選抜 選考方法 

) 

※大学入学共通テストありの学部を除く 
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表２は、静岡文化芸術大学の 入学者選抜要項・学生募集要項」[５]を基に、学校推薦

型選抜(大学入学共通テストなし)選考方法をまとめたものである。表２の選考方法に着

目すると、面接試験や小論文試験が同じ配点で課されていることが確認できる。 

また、面接試験の基礎資料として、活用されることが推測される出願書類に、志望理

由書の様式がある。この様式を確認すると、 学科の志望理由」や 高校時代の活動を

含めた自己 PR」、 自分の将来に向けて、大学でやってみたいこと」の記述が求められて

いる。この様式から、静岡大学の総合型選抜と同様に、受験生が自身の経験を踏まえ、

過去、現在、未来の間に一貫性を持たせて、面接の場で論理的に表現する能力が求めら

れていると考えられる。 

 

表２ 静岡文化芸術大学 学校推薦型選抜(大学入学共通テストなし)選考方法 

 

図３ 静岡文化芸術大学 学校推薦型選抜(大学入学共通テストなし)合否分布図 
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ウ 学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり) 

   学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり)においても、同様に合否の特徴を調べた。

図４は、静岡大学教育学部学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり)合否散布図である。

図４より、評定平均、大学入学共通テスト得点率がともに低いが、合格している生徒が

いることが分かる。一方で、評定平均、大学入学共通テスト得点率がともに高いにも関

わらず、不合格となった生徒がいることも分かる。これらのことから、大学独自の選考

方法が、合否に影響を与えた可能性があると考えられる。 

 

表３は、静岡大学の「 令和８年度入学者選抜に関する要項」を基に静岡大学教育学部

学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり)選考方法をまとめたものである。表３より大

学入学共通テストの配点に対して、面接試験の配点が２倍になっており、面接試験の得

点が評定平均や大学入学共通テストの得点率に比べ、合否に影響を与えた可能性がある

と考えられる。 

図４ 静岡大学教育学部 学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり) 

合否散布図 
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図５は、静岡大学工学部・静岡県立大学薬学部学校推薦型選抜(大学入学共通テスト

あり)合否散布図である。図５より、評定平均の軸に着目すると、合格者における、評

定平均の最大値と最小値の差は、0.5 以上開いていることが分かる。一方で、大学入学

共通テスト得点率の軸に着目すると、合格者は、静岡大学工学部においては 69％以上、

静岡県立大学薬学部においては 75％以上、の範囲にのみ分布していることが分かる。こ

のことから前述までと同様に、大学独自の選考方法が、最終的な合否に影響を与えてい

る可能性が高いと考えられる。 

 

表３ 静岡大学教育学部 学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり) 選考方法 

図５ 静岡大学工学部・静岡県立大学薬学部 学校推薦型選抜 

(大学入学共通テストあり) 合否散布図 
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表４は、静岡大学の「 令和８年度入学者選抜に関する要項」を基に、工学部学校推薦

型選抜(大学入学共通テストあり)選考方法をまとめたものであり、表５は、静岡県立大

学の「 2026 年度入学者選抜要項」[６]を基に、薬学部学校推薦型選抜(大学入学共通テス

トあり)選考方法をまとめたものである。表４、表５より、これらの学部は、大学入学

共通テストの配点が、面接試験の配点の２倍以上であることが確認できる。面接等の大

学独自の選考方法が合否に影響を与える側面がある一方で、基礎学力試験の比重が大き

く、大学入学共通テストにおいて、一定水準以上の得点が求められると考えられる。 

 

図６は、浜松医科大学医学部学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり)合否散布図で

ある。図６より、評定平均の軸に着目すると、合格者の分布は 1.0 以上広域に分布して

表４ 静岡大学工学部 学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり) 選考方法 

表５ 静岡県立大学薬学部 学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり) 選考方法 

図６ 浜松医科大学医学部 学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり) 合否散布図 
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いることが分かる。一方、大学入学共通テスト得点率の軸に着目すると、得点率が 60％

から 70％の層においては、合否が混在している状況が見て取れる。さらに、得点率が

70％以上の層においては、大多数が合格しているものの、不合格者が４人存在している。

このことからも、評定平均は出願条件に留まっており、大学入学共通テストの得点率及

び大学独自の選考方法が、合否を分ける要因となっていると考えられる。 

表６は、浜松医科大学の「 令和８年度学校推薦型選抜学生募集要項」を基に、作成し

た医学部学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり)選考方法をまとめたものである。表

６より、大学入学共通テストの配点と大学独自試験の配点は、ほぼ同じであることが確

認できる。そのため、前述した図６において、大学入学共通テストの得点率が 60％から

70％取得した生徒は、大学独自の選抜方法が、合否を左右する要因になっていると考え

られる。 

 

以上の分析により、静岡県内国公立大学の総合型・学校推薦型選抜の評定平均は、出

願条件を満たすためのものであると推測され、合格のためには、面接試験、学力試験、

小論文・論述試験の対策が重要であると考えられる。 

(2) 進路の手引き等＊３から読み取った合格者の対策 

静岡県内国公立大学の総合型・学校推薦型選抜の分析において、面接試験対策、学力試

験対策、小論文・論述試験対策が必要であることから、静岡県内の各校の進路の手引き等

に掲載されている合格体験記[８]から、静岡県内国公立大学の総合型・学校推薦型選抜の合

格者の対策のうち、代表的なものを箇条書きでまとめる。 

ア 面接試験対策 

・オープンキャンパスに参加し、大学教授の研究内容に興味を持った。後に、商店街で

ボランティア活動に参加し、活動履歴報告書に学んだことや課題をまとめた。 

・部活動や生徒会活動に積極的に参加し、 活動を通して何を学び、どのように自己が

変容したか」を言語化した。 

・保健室で養護教諭に寄り添ってもらった経験を契機に、地元へ恩返しをしたいという

思いを抱き、県立病院での実習経験を通して志望動機を具体化した。 

・農学系を志望し、高等学校で農業と環境について学び、インターンシップを行った。

その経験を大学での志望動機と関連付けた。 

・静岡大学主催の FFS(未来の科学者養成スクール)に参加し、クマムシの形態学につい

ての研究を行い、成果をまとめた。 

・大学のパンフレットから興味を見い出し、大学教授の論文を精読した後に、高大接続

事業に参加した。 

表６ 浜松医科大学医学部 学校推薦型選抜(大学入学共通テストあり) 選考方法 
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・大学の求める人物像や学部のカリキュラムを調査し、自身の経験や強みを整理して、

面接試験で表現した。 

イ 学力試験対策 

・学校生活における小テストや定期試験を大切にし、計画的に学習を進め、基礎学力を

定着させた。 

・WORLD-JAPAN(NHK)のニュースを英語で聞き、単語力や読解力、リスニング力を身に付

けた。 

・大学入試の過去問題に取り組み、教科書や問題集を用いて、基礎の再確認を行った。 

ウ 小論文・論述試験対策 

・環境関連の本を読んだり、新聞のスクラップをしたりして、地域や国際ニュースへの

関心を高め、聴講・論述試験対策をした。 

・小論文で原稿用紙の使い方に注意して、過去問題に取り組んだ。教員に添削指導をし

てもらった後、書き直しをした。 

   進路の手引き等の合格体験記から読み取った合格者の対策より、面接試験対策において、

自身の経験と大学での学びをどう繋げるのかを考えることが重要であると分かる。また、

学力試験対策では、計画的・継続的に工夫して学習に取り組む必要があると考えられる。

さらに、小論文・論述試験対策では、希望する学部・学科に関連した知識を身に付け、添

削指導を受けることが有効であると考える。 

(3) 「進路パスポート」を活用した進路指導の提案 

本節では、面接試験、学力試験、小論文・論述試験対策のうち、特に、面接試験対策に

繋がる手段の１つとして、 進路パスポート」に着目した。この「 進路パスポート」は、文

部科学省が提示している キャリア・パスポート」例示資料等について[９]を参考に作成し

た。「 進路パスポート」を用いることで、生徒が３年生になってから、自身の経験を振り返

るのではなく、各学年の学期ごと整理しておくことができる。さらに、生徒が自身の経験

を振り返り、大学での学びにどう繋がるのかを考えることができる。その上で、志望理由

書や自己推薦書等をまとめる際にも、役立つのではないとか考える。 

図７は、作成した「 進路パスポート」(目標)である。研究協力校の学校経営目標を基に、

生徒が目指す姿として、身に付けたい能力を提示した。次に、生徒が身に付けたいことを

選ぶ項目は、生徒が将来の目標と現在の行動を結び付けて考えるために重要であると考え

た。また、学校では、年度始めは時間がないと考えられたため、この項目は簡素化し、選

択式とした。 
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図８は、「 進路パスポート」(振り返り)である。生徒は各学期の終わりに、これを記入し

ながら、振り返りを行う。この項目では、年度初めに考えた身に付けたいことを振り返る

ことができるように工夫した。この構成により、生徒は目標達成状況を確認しながら、学

校生活の様々な経験が、自分の成長に繋がっていることを実感できる。 

 

 

図９は、「 進路パスポート」(将来)である。将来どのような自分になりたいか、そのため

に今現在、何ができるかを考えさせることで、現在の学習や活動と将来の目標を結び付け

ることができると考えられる。また、 １年後の自分」 就職３年目の自分」といった時間

軸を示すことで、長期的な視点で自分の人生を見通す機会としている。さらに、担任のコ

メント欄を設け、教員との対話を通して成長を支える仕組みとした。 

 

 

 

図８ 「進路パスポート」(振り返り) 

図７ 「進路パスポート」(目標) 
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 進路パスポート」を作成した後、研究協力校の３年生の進路決定者 26 名に実際のシートへ

の記入を依頼し、自身の成長過程や努力の積み重ねを振り返ってもらった。その後、 進路パス

ポート」の改良を目的にアンケートを実施した。図 10は、 進路パスポート」の中で役に立つ

と思う記載項目に対する回答結果、図 11は、「 進路パスポート」の中で役に立つと思う場面に

対する回答結果である。図 10、図 11 から 身に付けた力」や 考えたことや努力したこと」、

 １年後と就職して３年後」といった記載項目が 進路を考えていく場面」や 進路書類の作

成の場面」での役に立つと思うと回答した生徒が多いことが分かった。このことから、生徒が

これまでの活動経験や学習内容を振り返り、進路目標との関連を見い出す手段の１つとして

 進路パスポート」の有用性が感じられる。 

図９ 「進路パスポート」(将来) 
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一方で、アンケート結果からは、いくつかの改善点も明らかとなった。具体的には、「 年

度初めに自分で身に付けたい力を考えたい。」や 年度末の振り返りの中で、進路に向け

て、頑張っていることを書ける項目があったらよかった。」といった意見が挙げられた。

これらの結果は、 進路パスポート」が単なる記録用紙にとどまらず、目標設定と振り返

りを往還させる構造を備える必要性を示唆している。また、 記入例があった方が書きや

すいと思った。」という指摘もあった。これらを踏まえ、より実用的な「 進路パスポート」

へと改良した。 

以上より、「 進路パスポート」を改良しながら、活用していくことで、生徒が、自身の経

験を整理して、未来に繋げることができると考えられる。また教員は、生徒の「 思い」や

 学習・活動歴」などを知ることができ、適切な進路指導と教員の負担が軽減できると考

える。 

図 10 「進路パスポート」の中で役に立つと思う記載項目 

※n=26「複数回答可とした 

図 11 「進路パスポート」の中で役に立つと思う場面 

※n=26「複数回答可とした 
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３ 研究のまとめ 

 本研究では、総合的な評価を重視する大学入試への移行を背景に、研究協力校の実態に

合わせた形で、静岡県内国公立大学における総合型・学校推薦型選抜の分析を行った。過

去５年間の進路調査データから合格に必要な要素を掴み、各校の進路の手引き等に掲載さ

れている合格体験記を基に、試験対策について分析した。その内容として、静岡県内国公

立大学の総合型・学校推薦型選抜では、評定平均は出願条件に留めており、すべての学部

で面接試験が課されており、その対策の１つとして、これまでの経験とこれからの大学で

の学びについて整理し、表現することが必要になると考える。このことから、キャリア教

育を通して生徒を支援することが大切になると感じた。そのため、本研究では「 進路パス

ポート」を活用した進路指導の在り方を提案した。「 進路パスポート」は、目標設定と振り

返りを繰り返すことで、生徒が自らの成長を自覚し、経験を言語化する力を育成する支援

手段の１つである。「 進路パスポート」の改良を繰り返し、活用していくことで、進路実現

に向け、生徒の学びを支援していきたいと考える。 

 

【注釈】 

＊１ 評定平均とは、調査書の全体の学習成績の状況のことを指す。 

＊２ 選考方法に関する表の中で、出願条件は 2025 年度の入学選考方法を使用している。一

方、合否分布図や合否散布図データは 2020 年度から 2024 年度に関するデータである。

そのため、出願条件における評定平均より生徒の評定平均が低くても、合否が判定され

ているものがある。それに関しては、過去５年の間に出願条件における評定平均が変化

したと考えられる。 

＊３ 静岡県の各校は進路実績や合格体験談などをまとめた冊子を作成しており、各校で、そ

の名称が異なるため、ここでは 進路の手引き等」と表現する。 
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